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本書はGPS歩行支援システム　GPSナビについて必要事項を説明しています。

安全で快適に本システムをご利用いただくために、ご使用前に必ずお読みください。

はじめに

　

このたびはGPS歩行支援システム GPSナビをご購入いただきありがとうございます。

本システムは、静岡県立大学国際関係学部石川教授が開発した視覚障害者GPS歩行支援システムを、有限会社エクストラと韓国のHIMS社が共同で製品化したものです。製品化にあたってはヤフー株式会社および株式会社ファーストライトにご協力いただきました。

GPSナビは音声・点字PDAブレイルセンスプラス・ボイスセンス・ブレイルセンス専用のアプリケーションです。音声・点字PDAとGPS測位情報を組み合わせることで視覚障害者が自身の現在位置や目的地へのルートを確認することが可能になりました。GPSナビを使って新しい歩行支援技術をご活用ください。

地図、各種データの著作権ならびに産業財産権は、ヤフー株式会社またはライセンサーに帰属します。

Windows は米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。

その他記載の製品名、ソフトウェア名は、一般にその会社の登録商標または、商標です。

免責と使用上の注意

· GPS歩行支援システムによる目的地への案内は、建物の電波への影響による位置情報の誤差、道路データベースの不備、施設情報の不完全さ等により、不適切な案内をすることがあります。単独歩行中のGPSナビの使用には危険が伴います。とくに市街地、初めての場所、交通量の多い場所での歩行中の使用はたいへん危険です。

· 弊社はGPSナビで使用されている地図データ等が完全・正確であること、および本製品がお客様の特定目的へ合致することを保証するものではありません。

· GPSナビを使用したことにより、使用者になんらかの不利益が発生したとしても弊社では責任を負うことはできません。自己責任にてご使用ください。

· 有料道路、右折、一方通行などの情報はルート検索に含まれませんので、GPSナビは自動車用ナビゲーションには使えません。

· ブレイルセンスプラス・ボイスセンス・ブレイルセンスは精密機器です。本体に強い衝撃を加えたり、水に濡らしたりすると故障の原因となることがあります。屋外での使用の際は充分にご注意ください。
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1章　GPSナビの準備と基本操作

1.1必要な機器の確認

1) 音声・点字PDA（ブレイルセンスプラス・ボイスセンス・ブレイルセンス）

2) GPSナビ

GPSナビ内容物

① GPS受信機HI-408 BT

　　HI-408 BT内容物

1. 本体（ストラップ付）

2. 充電用USBケーブル（付属のACアダプタ、シガー充電器およびUSBスロットのあるコンピュータなどとGPS本体を接続して充電します。）

3. ACアダプタ（付属のUSBケーブルを使って本体と接続してコンセントに挿入して充電します。）

4. シガー充電器（付属のUSBケーブルを使って本体と接続して車のシガーソケットに挿入して充電します）

5. 日本語マニュアル

6. CD-ROM（ユーティリティソフトと英文マニュアルデータ）

② CFカード

・地図データ

・ユーザーズマニュアルのデータ

③ GPSナビ基本操作ガイド（点字）

④ ユーザーズマニュアル（墨字）

3) Bluetoothアダプタ（ブレイルセンスをご利用の方のみ）

ブレイルセンスプラス・ボイスセンスにはBluetoothアダプタが内蔵されています。

1.2初期設定の手順

1.2.1　GPS受信機とPDAの接続

1) GPS受信機の準備

「GPSナビ」にはGPS受信機「HI-408 BT」が同梱されています。ご使用の前に「HI-408 BT」の充電を行ってください。

同梱されているUSBケーブルを使用して、付属のACアダプタ、シガー充電器またはUSBスロットのあるコンピュータなどの機器と接続して充電することができます。

充電時間の目安としてはACアダプタ使用時で4時間以上充電すれば充電が完了します。シガー充電器またはコンピュータなどのUSBから充電を行う場合、4時間では充電が完了しない可能性があります。ご了承ください。

充電中は赤LEDが点灯します。充電が完了すると赤LEDは消灯します。また、このLEDは受信機のバッテリー残量が少なくなると赤色に点滅します。

2) GPS受信機の接続

ブレイルセンスプラス・ボイスセンスのオプションメニューにてBluetoothがオンになっていることをご確認ください。ブレイルセンスをご利用の場合はBluetoothアダプタ（別売）をUSBスロットに挿入してください。

次にGPS受信機HI-408 BTの電源を入れてください。

HI-408BTの電源は本体裏面の角にあるスライドスイッチです。充電用のUSBポート（ゴム製の蓋がついています）側にスライドさせると電源が入ります。また、HI-408BTのUSBポートは充電専用です。GPS接続にUSBを使用することはできません。

初回接続時のみブレイルセンスまたはボイスセンスからBluetooth接続を行う必要があります。

以下Bluetooth接続の設定手順です。

1.ブレイルセンスプラス・ボイスセンス・ブレイルセンスのメインメニューに「Bluetooth接続」というメニュー項目があります。本体起動後何回か下スクロールを押して「Bluetooth（ブルートゥース）接続」と表示されたEnterキーを押して下さい。

2.Bluetooth接続を実行するとデバイス検索を開始します、周辺にあるBluetooth接続可能な機器を検索します。

3.検索されたBluetoothデバイスから「Haicom BT GPS」を選択してEnterを押して下さい。

4.次にサービス検索が実行され、利用可能なサービスのリストが表示されます。下矢印キーまたはSpace-4を1回押して「SerialPort」を選択してEnterキーを押してください。サービスに接続します。

5.SerialPort(接続)と表示されれば接続完了です。Space-z（1-3-5-6）を押して設定画面を終了してください。

Bluetooth設定についての詳細はブレイルセンスプラス・ボイスセンスのマニュアルでは12章をご参照ください。ブレイルセンスのマニュアルでは11章をご参照ください。また、ヘルプ機能からもBluetooth接続の詳細についてご確認いただけます。

次回以降この接続操作は不要です。

3) 地図データの準備

次に地図データの入ったSDカードまたはCFカードをブレイルセンスプラス、ボイスセンスまたはブレイルセンスのスロットに挿入します。カードには「maps」フォルダがあり、その中に「addressdata」、「routedata」、「spotdata」の各サブフォルダと「SenseGPSkey」ファイルがあります。

なお、ブレイルセンスプラスをご利用の場合は、内蔵のフラッシュメモリにmapsフォルダをコピーすることをお勧めします。これにより検索が高速化されます。

「maps」フォルダのデータは3GB前後の大量データです。コンピュータからデータコピーをするのであればUSBケーブルでコンピュータとブレイルセンスプラスを接続して行ってください。そのためにはブレイルセンスプラスのオプションメニューで「USBメモリディスク」をオンに設定してください。「USBメモリディスク」がオンになっていればコンピュータから「マイコンピュータ」などを使用してブレイルセンスプラスのフラッシュディスクを確認することができます。

ここまでの準備ができたらブレイルセンスプラス・ボイスセンス・ブレイルセンスのメインメニューからGPSナビを起動してください。

4) 地図データの保存場所指定

地図データの保存場所を指定する必要がある場合、GPSナビの起動時に「地図が見つかりません。地図フォルダを選択してください。」と表示します。

以下地図データベースの場所を指定する手順です。

1.GPSナビを起動後、F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。

2.メニュー項目の「ファイル」から「地図データのフォルダ選択」という項目が表示されるのでEnterキーを押して実行してください。

3.次に「地図データのフォルダ選択」ダイアログボックスが表示されるのでフォルダの場所を設定します。ここではブレイルセンスなどの「ファイル管理」と同じ要領で保存されている地図フォルダを指定します。

フォルダ名を表示した状態でEnterキーを押すと、表示していたフォルダを開いた状態になりフォルダ内のデータを表示します。バックスペースキーを押すとフォルダの外へ移動します。

ブレイルセンスプラスを使用していて、地図データがフラッシュメモリに保存されている場合は、フラッシュメモリの「maps」フォルダを表示し、スペースを押してフォルダを選択した状態にしてください。そこでEnterキーを押すと地図フォルダの選択が完了します。

その他の場合は、SDまたはCFドライブの「maps」フォルダを表示し、スペースを押してフォルダを選択し状態にしてください。次にEnterキーを押すと地図フォルダの選択が完了します。

5) GPS受信機の設定

GPS受信機を設定します。GPSナビを起動した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。メニュー項目の「オプション」から「GPS受信機設定」を開き、受信機の型をBluetooth（シリアルポート）に設定します。設定変更はスペースキーで行います。その他の項目は変更しないでください。設定を完了するとGPSとの再接続が自動的に実行されます。2回目以降はGPSナビを起動すると、自動的に地図データベースを読み込み、GPS受信機に接続し測位を開始します。

6) GPS受信機の測位時間

GPS受信機は前回測位したときからの時間間隔によって、位置情報を取得するまでの所要時間が変化します。初回起動時や長時間使用していなかった場合の接続は「コールドスタート」と呼ばれ、最も時間がかかります。逆にGPSの切断後90分以内に接続した場合はすぐに位置情報を取得することができます。これを「ホットスタート」と呼びます。また、GPSの切断後に受信機の電源を切っても、1週間以内に電源を入れ直して接続すれば「コールドスタート」よりも短い時間で接続することができます。これを「ウォームスタート」と呼びます。各スタートにかかる時間はGPS受信機の仕様によって異なります。GPSナビに付属している「HI-408BT」の場合、「ホットスタート」1秒、「ウォームスタート」36秒、「コールドスタート」38秒とされています。しかしこれはあくまで受信状態の良い場所での性能値です。実際には受信状況によって測位に要する時間はかなり変わります。

　

以上でGPS受信機とPDAの初期設定が完了しました。GPSナビを開始すると地図を読み込んだのちに仮想ナビが起動します。仮想ナビで設定されている住所が表示されている状態が初期状態です。仮想ナビ状態で表示されている住所は実際の現在地とは関係ありません。歩行ナビに切り替えるとGPSで受信した現在地点の住所を表示します。

住所が表示されている状態を本書ではGPSナビのメインウィンドウとしています。

1.3　GPSナビの基本操作

初期設定が完了すれば、GPSナビを使って現在地点の住所を確認したり、目的地までのルート検索を行ったり、指定した地域を仮想歩行することができます。

ここでは各機能の使用方法を簡単にご紹介いたします。

各機能の詳細につきましては2章以降をご参照ください。

1.3.1　GPS衛星の数と測位精度を確認する

GPSナビを起動した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「情報」メニューから「GPS情報」を実行してください。またはメニューを開かずにg（1-2-4-5）を押してください。電波を受信できているGPS衛星の数と測位精度を表示します。

GPSナビを使用する前にGPS衛星の数と測位精度を確認することは非常に重要です。

最低3個の衛星から電波を受信できれば現在位置の測位は可能ですが、一般に受信可能な衛星数が多いほど誤差は少なくなります。実際には、7~8個以上の衛星から情報を受信している状態でご利用いただくことをお勧めします。

特に屋内や大きな建物など遮蔽物のある場所では衛星の受信状況が悪くなります。遮蔽物の多い場所では衛星のデータが受信機に届くまでに障害物にぶつかり、反射してしまうためGPSの情報に誤差が発生しやすくなります。このような誤差をマルチパス誤差と言います。

GPS受信に最適な状況は周囲に障害物がなにも無い状態です。しかし、GPSを使用する際にそのような理想的な環境はなかなかありません。実際に使用する際、GPSにはある程度の誤差が発生してしまうことをご理解ください。衛星が7個以上受信できる状態であっても誤差が10メートル以上発生することがあります。GPSの受信状況が悪いほど誤差は大きくなります。

1.3.2　現在地をGPSで検索する

GPSナビを起動すると仮想ナビに設定されている住所が表示されます。現在地を確認するためにはF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「仮想／歩行ナビ切り替え」を実行してください。または、GPSナビのメインウィンドウでv（1-2-3-6）を押すと仮想ナビと歩行ナビが切り替わります。歩行ナビにモードが切り替わると、GPSで受信した現在地の情報が表示されます。

1.3.3　地点を設定する

1.3.3.1　地点とは

地点とはGPSナビで使用する現在地や目的地といったルート検索に必要な住所のことです。地点の設定には多くの方法があります。例えば、「緯度と経度から地点を設定する」、「住所から地点を設定する」、「住所検索」、「施設検索」などです。詳しい設定方法は2章「地点の設定」をご確認ください。

1.3.3.2　仮想ナビの現在地を住所検索から設定する

GPSナビを起動すると仮想ナビの状態から始まります。仮想ナビで表示される現在地点は自由に変更できます。ここでは「住所検索」での地点設定をご紹介します。

F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「地点」メニューから「住所検索」を実行してください。またはGPSナビのメインウィンドウでSpace-s（2-3-4）を押しても住所を検索することができます。以下手順です。

1) 「住所検索」を実行すると「住所検索ダイアログボックス」と表示され、最初に「都道府県名」エディットボックスが現れます。

2) 例として「静岡」と入力してEnterまたはF3 を押すと「都道府県リスト：静岡県1/1」と表示されます。これは「静岡」で検索した結果、静岡県が表示された状態です。例えば「岡」と入力すると「岡山」、「静岡」、「福岡」が表示されます。検索文字列は正しく漢字に変換して入力してください。何も入力せずにEnterまたはF3を押すと全都道府県のリストが表示されます。目的の都道府県がみつかりましたらEnter を押して決定してください。

3) 次以降「市区町村名」、「町・大字名」、「丁目・字名」、「番地」、「枝番地」を同じ手順で検索します。「丁目・字名」などが無い住所の場合は入力せずにEnterを押してください。「その他地域」という項目が表示されますのでEnterを押して選択します。

4) 住所の検索が完了すると「距離と方向」が表示されます。現在設定されている現在地点から見ての距離と方向が表示されます。

5) 上下矢印キーを押すたびに緯度、経度、詳細情報が表示されます。F3またはSpace-4-5を何度か押すと「仮想地点として設定」という項目があります。Enterを押して実行すると、検索した住所が仮想地点として設定されます。

歩行ナビの状態ではGPSが測位した地点情報が現在地となります。

また、地点設定のメニューに「GPSと仮想地点を同期」という項目があり、実行するとGPSで測位した地点情報を仮想ナビの現在地点として設定できます。

1.3.3.3　目的地を設定する

検索された住所や施設が表示された状態でF3またはTabを何度か押すと「目的地として設定する」というメニュー項目が表示されます。Enterを押すと目的地として設定することができます。ルートガイダンスが既に実行されていると新しい目的地を設定することができません。必ずルートガイダンスを終了してから目的地の設定を行ってください。ルートガイダンスを終了するにはF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「ルート案内終了」を実行してください。またはGPSナビのメインウィンドウでr（1-2-3-5）を押して次にc（1-4）を押してもルート案内を終了することができます。

1.3.4　施設

1.3.4.1　現在地の周辺施設を検索する

仮想ナビ、歩行ナビに関わらず現在表示されている住所の周辺施設を検索することができます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「施設」メニューから「付近の施設」を実行してください。またはGPSナビのメインウィンドウでf(1-2-4)を押しても付近の施設を検索することができます。

1.3.4.2　施設検索

地点の設定メニューから施設検索を行うと周辺施設よりも広い範囲から、施設を検索することができます。施設検索の際に、施設の分類や名称を指定して検索することができます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「地点」メニューから「施設検索」を実行してください。またはGPSナビのメインウィンドウでSpace-f(1-2-4)を押しても施設を検索することができます。

1.3.4.3　施設検索の検索範囲

F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「オプション」メニューから「施設オプション」を実行してください。施設オプションダイアログでF3 またはSpace-4-5を何度か押すと「付近の施設案内の距離」、「施設検索の範囲」、「周辺の施設検索の範囲」を設定することができます。詳しくは8章「オプションメニュー」をご参照ください。

1.3.4.4　目的地までの距離と方向

目的地が設定された状態でd（1-4-5）を押すと現在地点から目的地までの距離と方向が表示されます。

1.3.5　歩行ナビ

歩行ナビを使用することで現在地から目的地へのルートガイダンスを行うことができます。歩行ナビによる目的地への案内は、建物の電波への影響による位置情報の誤差、道路データベースの不備、施設情報の不完全さ等により、不適切な案内をすることがあります。単独歩行中の歩行ナビによるナビゲーションの実行は危険です。とくに市街地、初めての場所、交通量の多い場所での歩行中の使用はたいへん危険です。

1.3.5.1　歩行ナビへ切り替え

GPSナビのメインウィンドウでF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「仮想／歩行ナビ切り替え」を実行して歩行ナビに切り替えてください。GPSナビのメインウィンドウでv(1-2-3-6)を押しても切り替えができます。また、「ルート」メニュー内でg(1-2-4-5)を押しても切り替えができます。

1.3.5.2　歩行ナビのルートガイダンス

歩行ナビの状態で目的地を指定しF3またはSpace-4を2回押すと「歩行開始」ボタンが表示されます。Enterキーを押すと現在地点から目的地までのルート検索を実行します。検索が終わると、すぐにルートガイダンスを開始します。

目的地が表示された状態でEnter-w（2-4-5-6）を押しても「歩行開始」を実行します。

「歩行開始」を実行すると現在地点から目的地までのルート検索を実行し、それが終わると自動的にルートガイダンスを開始します。ルートガイダンスは目的地へのルートの最初の交差点の方向と距離を表示します。表示された交差点へさしかかると、次の交差点へ続く道と距離を表示します。このように歩行ナビの案内に従って交差点を進むことで目的地へ到着することができます。

注：歩行ナビの最初に表示される現在地点の方位はGPSから計算された方角です。GPSの誤差によって実際の方位と異なる可能性があります。とくに停止中の方位は誤っていると考えてください。正確な方位を確認するには音声電子コンパス等をご使用ください。

1.3.5.3　歩行ナビの免責と注意事項

歩行ナビは実際に移動しながら使用することができますが、GPSの誤差や地図データと実際の道路状況の誤差など、予測不能な事態が起こり得ることが想定されます。現段階のGPSナビでは視覚障害者が単独で歩行するには危険です。とくに市街地、初めての場所、交通量の多い場所での歩行中の使用はたいへん危険です。GPSナビを使用したことにより、使用者になんらかの不利益が発生したとしても弊社が責任を負うことはできません。

1.3.6　仮想ナビ

仮想ナビを使用することで、実際にその場に行かなくとも指定した場所から目的地までのルートを確認することができます。また、そのルートを仮想歩行することができます。（ルート検索についての詳細は4章「ルートメニュー」をご参照ください。）

1.3.6.1　仮想ナビへ切り替え

GPSナビのメインウィンドウでF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「仮想／歩行ナビ切り替え」を実行して仮想ナビに切り替えてください。GPSナビのメインウィンドウでv(1-2-3-6)を押しても切り替えができます。また、「ルート」メニュー内でg(1-2-4-5)を押しても切り替えができます。

1.3.6.2　仮想ナビのルート検索

仮想ナビの状態で目的地を指定しF3またはSpace-4を2回押すと「歩行開始」ボタンが表示されます。Enterキーを押すと仮想地点から目的地までのルート検索を開始します。

目的地が表示された状態でEnter-w（2-4-5-6）を押してもルート検索を実行します。

また、目的地が指定された状態でｒ（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューを開き、次にp(1-2-3-4)を押してもルート検索を実行することができます。

ルート検索を実行した後、検索されたルートを確認するにはF2またはSpace-m(1-3-4)を押してGPSナビのメニューを開き「ルート」メニューから「ルート検索結果」を実行してください。または、GPSナビのメインウィンドウでr（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューへ移動し、次にl（1-2-3）を押してもルート検索結果を表示することができます。

ルート検索結果が表示されると下スクロールボタンまたはSpace-4 を押すごとに現在地から目的地までのルートを順番に表示します。

仮想ナビではルート検索を実行してもルートガイダンスは行われません。実際の現在地点から目的地までのルート検索だけを行いたい場合はGPSで測位した現在地点を仮想地点として設定したうえで、仮想ナビモードでルート検索を実行してください。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「地点」メニューから「GPSと仮想地点を同期」を実行するとGPSで測位した現在地点が仮想ナビの現在地点として設定されます。あるいはEnter-v（1-2-3-6）を実行しても「GPSと仮想地点の同期」を行います。

仮想地点にGPSで測位した現在地点が設定されますので、目的地を指定してルート検索を行ってルートを確認することができます。

1.3.6.3　仮想歩行

仮想歩行は、歩行シミュレーションです。出発地点を自由に指定して周辺を散策することで、道路の分岐や周辺の施設などを確認することができます。

仮想歩行の手順

1)仮想歩行は仮想地点を出発地点とします。まず、仮想歩行を行いたい場所を仮想地点に設定してください。（詳しくは「1.3.3地点を設定する」または2章「地点の設定について」をご参照ください。）

＜参考＞歩行ナビの状態で「仮想歩行」を実行すると、自動的にGPSで取得した地点を仮想地点として仮想ナビモードに切り替わります。

2)F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「仮想歩行」メニューから「仮想歩行開始」を選択します。あるいはEnter-s（2-3-4）を押すと「仮想歩行」が実行されます。

3)仮想地点付近の道路が表示されます。道路は最大4つまで検索できます。表示されたリストの中から道路名を選択してEnterキーを押してください。歩行開始する道路が指定されます。

＜参考＞検索できる道路の数は「オプション」メニューから「仮想オプション」を実行すると「読み取り候補数」の指定ができます。1から4までの数を選択して検索する道路の数を設定することができます。

4)選択した道路上で歩き出す方向を選択してEnterを押してください。仮想歩行を開始して次の交差点まで移動します。周辺に施設があれば表示されます。

5)次に進むにはF4を押してください。仮想ナビダイアログに戻り交差点からさらに進みたい道路を選択することができます。

6)4と5を繰り返すことで、仮想歩行を進めることができます。

以上がGPSナビの基本的な使用方法です。

さらに詳しい操作方法や機能については次章以降をご参照ください。

2章　地点の設定メニュー

2.1　緯度、経度を利用して地点を設定する

このメニューでは緯度と経度から地点を設定できます。

F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「地点の設定」メニューから「緯度、経度を利用して地点を設定」を選択してください。「緯度、経度を利用して地点を設定」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでSpace-y(1-3-4-5-6）を押して直接ダイアログを表示することもできます。

2.1.1　「緯度、経度を利用して地点を設定する」ダイアログ

緯度：検索する緯度を入力します。GPSで測位した値が初期値としてセットされています。

経度：検索する経度を入力します。GPSで測位した値が初期値としてセットされています。EnterかTabを押すと検索を実行します。

名前：地点名を入力します。初期値として、GPSのデータで検索した住所が地点名として設定されています。

詳細情報：入力された緯度と経度に基づいた現在の住所を表示します。

歩行開始「Enter-w(2-4-5-6)」：仮想ナビの状態で使用すると設定された緯度と経度を目的地としてルートを作成します。歩行ナビの状態で使用すると現在地点からのルートガイダンスを開始します。単独歩行中のGPSナビの使用には危険が伴います。（詳しくは免責と使用上の注意をご参照ください。）

目的地として設定「Enter-d(1-4-5)」：設定された緯度と経度を目的地として設定します。

通過地点として設定「Backspace-w(2-4-5-6)」：設定された緯度と経度を通過地点として設定します。

施設として追加「Enter-p(1-2-3-4)」：設定された緯度と経度を新しい施設として追加します。

仮想地点として設定「Backspace-v(1-2-3-6)」：設定された緯度と経度を仮想地点として設定します。

緯度と経度の値はオプションメニューの地点オプションの「緯度と経度の表示モード」の設定により、簡易、詳細のどちらかで入力されます。詳しくは「8.1　地点オプション」のページを参照してください。

2.2住所から地点を設定する

このメニューでは、住所を利用して地点を設定できます。

F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「地点の設定」メニューから「住所から地点を設定する」を選択してください。「住所から地点を設定する」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでSpace-a(1)を押して直接ダイアログを表示することもできます。

2.2.1　「住所から地点を設定する」ダイアログ

住所から地点を設定：検索する住所を正しく入力します。街区番地、枝番地を入力する際は間にスペースを入力するようにしてください。

例：静岡県静岡市駿河区谷田44-15→静岡県静岡市駿河区谷田44　15

住所の入力後EnterかTabを押すと検索を実行します。

緯度：入力された住所の緯度

経度：入力された住所の経度

歩行開始「Enter-w(2-4-5-6)」、目的地として設定「Enter-d(1-4-5)」、通過地点として設定「Backspace-w(2-4-5-6)」、施設として追加「Enter-p(1-2-3-4)」、仮想地点として設定「Backspace-v(1-2-3-6)」は、「2.1　緯度と経度を利用して地点を設定する」を参照してください。

2.3 住所検索

このメニューでは、住所を検索して地点を設定できます。

F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「地点の設定」メニューから「住所検索」を選択してください。「住所検索」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでSpace-s(2-3-4)を押して直接ダイアログを表示することもできます。

2.3.1　「住所検索」ダイアログ

都道府県名：都道府県名を入力し、EnterかTabキーを押すと都道府県リストが表示されます。都道府県名を入力せずにEnterかTabを押すと全都道府県リストが表示されます。

都道府県リスト：都道府県名が表示されます。

前へ：一つ前に検索した住所のダイアログに戻ります。

次へ：次に検索した住所のダイアログに進みます。

取り消し：「住所検索ダイアログ」を閉じます。

 以下のステップは上と同じパターンです。「市区町村」、「町・大字名」、「丁目・字名」、「街区番地」、「枝番地」の順で選択します。「丁目・字名」が無い住所を検索する場合は選択項目から「その他」を選んでください。

歩行開始「Enter-w(2-4-5-6)」、目的地として設定「Enter-d(1-4-5)」、通過地点として設定「Backspace-w(2-4-5-6)」、施設として追加「Enter-p(1-2-3-4)」、仮想地点として設定「Backspace-v(1-2-3-6)」は、「2.1　緯度と経度を利用して地点を設定する」を参照してください。

2.4 施設検索

このメニューではユーザー施設を含む施設リストから地点を設定できます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「地点の設定」メニューから「施設検索」を選択してください。「施設検索」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでSpace-f(1-2-4)を押して直接ダイアログを表示することもできます。

2.4.1　「施設検索」ダイアログ

検索タイプ：「現在の地点から」「施設名から」のどちらかの検索タイプを選択します。

検索分類：検索項目の分類を選択します。

検索小分類：検索項目の小分類を選択します。最後の項目はユーザー施設です。

検索範囲：検索範囲をメートルで入力します。

検索文字列：検索キーワードを入力します。EnterかTabで検索を実行します。

歩行開始「Enter-w(2-4-5-6)」、目的地として設定「Enter-d(1-4-5)」、通過地点として設定「Backspace-w(2-4-5-6)」、施設として追加「Enter-p(1-2-3-4)」、仮想地点として設定「Backspace-v(1-2-3-6)」は、「2.1　緯度と経度を利用して地点を設定する」を参照してください。

2.5 現在の地点を目的地として設定

仮想モード、歩行モードにおける現在地点を目的地として設定できます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「地点を設定」メニューから「現在地点を目的地として設定」を実行することができます。

GPSナビのメインウィンドウでEnter-d(1-4-5）を押して直接実行することもできます。

2.6 現在地点を通過地点として設定

仮想モード、歩行モードにおける現在地点を通過地点として設定できます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「地点を設定」メニューから「現在地点を通過地点として設定」を実行することができます。

GPSナビのメインウィンドウでSpace-k(1-3）を押して直接実行することもできます。

2.7 GPSと仮想地点を同期する

 このメニューでは、仮想地点をGPSで測位した現在地点に合わせて設定することができます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「地点を設定」メニューから「GPSと仮想地点を同期」を実行することができます。

GPSナビのメインウィンドウでEnter-v(1-2-3-6）を押して直接実行することもできます。

3章　施設メニュー

3.1　周辺施設の検索

オプションメニュー内の施設オプションで設定した検索範囲と検索分類を利用して、周辺の施設やユーザー施設を検索できます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「施設」メニューから「施設検索」を実行します。

GPSナビのメインウィンドウでf（1-2-4）を押して直接実行することもできます。

また、「施設」メニュー内でn(1-3-4-5)を押しても直接実行できます。

3.2 ユーザー施設を追加

GPSナビの地図データに登録されていない施設を登録することができます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「施設」メニューから「ユーザー施設を追加」を選択してください。「ユーザー施設追加」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでSpace-3を押して直接実行することもできます。

また、「施設」メニュー内でp(1-2-3-4)を押しても直接実行できます。

3.2.1　「ユーザー施設追加」ダイアログ

ユーザー施設名：追加したいユーザー施設名を入力します。初期設定では住所か施設名が入力されています。

ユーザー施設詳細情報：ユーザー施設の説明を入力します。

ユーザー施設緯度：ユーザー施設の緯度を表示します。

ユーザー施設経度：ユーザー施設の経度を表示します。

確認：入力情報を決定します。

キャンセル：操作を取り消します。

以下の手順で「ユーザ施設追加」ダイアログを呼び出すことができます。

1) GPSナビのメインウィンドウ（歩行モード、仮想モード）でSpace-3を押してユーザー施設ダイアログの追加ダイアログを呼び出す。

ユーザー施設は現在の地点で設定されます。歩行ナビモードでは、GPS受信機が接続されていない場合、このダイアログは表示されません。

2) 仮想ナビダイアログで 施設として追加ボタンでEnterキーを押すか、Enter-p（1-2-3-4）を押す。

3) 各地点設定「緯度と経度を利用して地点を設定する」、「住所から地点を設定する」、「住所を検索する」、「施設ダイアログを検索する」にて地点を表示した状態でF3を何度か押すと、「施設として追加」ボタンでEnterキーを押すか、Enter-p(1-2-3-4）を押す。

3.3 ユーザー施設管理

ユーザーが登録した施設のリストを表示して管理することができます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「施設」メニューから「ユーザー施設管理」を選択してください。「ユーザー施設管理」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでEnter-p(1-2-3-4)を押して直接実行することもできます。

また、「施設」メニュー内でu(1-3-6)を押しても直接実行できます。

3.3.1「ユーザー施設管理」ダイアログ

ユーザー施設：すべてのユーザー施設リスト

詳細情報：選択したユーザー施設の詳細リスト（詳細、距離と方向、緯度、経度）を表示します。

削除「Space-d(1-4-5)」：選択したユーザー施設を削除します。

修正「Space-m(1-3-4)」：ユーザー施設の修正ダイアログを呼び出します。このダイアログでは施設名と詳細を編集できます。

歩行開始「Enter-w(2-4-5-6)」：選択したユーザー施設を目的地として設定し、ルートを作成します。

目的地として設定「Enter-d(1-4-5)」選択したユーザー施設の地点を目的地として設定します。

通過地点として設定「Backspace-w(2-4-5-6)」：選択したユーザー施設の地点を通過地点として設定します。

仮想地点として設定「Backspace-v(1-2-3-6)」：選択したユーザー施設を仮想地点として設定します。

閉じる：ユーザー施設管理ダイアログを閉じます。

3.3.2　ユーザー施設検索

ユーザー施設は以下の方法で検索することができます。

1) 「施設」メニューから「付近の施設」f(1-2-4)を実行すると施設オプションの検索範囲を利用して付近の施設とユーザー施設を検索できます。

2) 「地点の設定」メニューから「施設検索」Space-f(1-2-4)を実行すると施設とユーザー施設の検索ができます。ユーザー施設を検索する場合には分類名で「すべての分類」を選択し、小分類で「ユーザー施設」を選択します。

3) 仮想ナビダイアログで 「周辺施設検索」ボタンかSpace-f(1-2-4)で検索できます。

3.3.3　参照

 ユーザー施設のデータベースファイルは「地図」フォルダと同じ場所にある「ユーザーデータ」フォルダ内にあります。ファイル名は「UserData.sdf」となっており、GPSナビを起動した際に「ユーザーデータ」フォルダ内にこのファイルがない場合は自動的に作成されます。もし地図データの場所を変更したい場合は、「ユーザーデータ」フォルダをコピーして場所の変更を行ってください。

4章　ルートメニュー

4.1　仮想／歩行ナビ切り替え

このメニューでは歩行ナビと仮想ナビの切り替えができます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「仮想／歩行ナビ切り替え」を実行することができます。

GPSナビのメインウィンドウでv(1-2-3-6)を押しても切り替えができます。

またｒ（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューを開き、次にg(1-2-4-5)を押しても実行することができます。

4.2 地点管理

「地点管理」では地点のリストを表示し、それぞれを管理することができます。

F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き、「ルート」メニューから「地点管理」を選択してください。「地点管理」ダイアログボックスが表示されます。

ｒ（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューを開き、次にm(1-3-4)を押しても実行することができます。

4.2.1　「地点管理」ダイアログ

 地点：入力された地点リストを表示します。目的地も地点リストに含まれます。

 ルートを作成する「Enter-r(1-2-3-5)」：入力された地点を通るルートを作成します。

 削除「Space-d(1-4-5)」：選択された地点を削除します。

 地点の経由順を後ろへ移動「Space-p(1-2-3-4)」：現在選択中の地点の経由順を一つ後ろにします。

 地点の経由順を前へ移動「Space-n(1-3-4-5)」：現在選択中の地点の経由順を一つ前にします。

 閉じる：地点管理ダイアログを閉じます。

4.3 ルート検索実行

指定した目的地までのルートを検索します。

目的地が設定された状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「ルート検索」を実行することができます。

ｒ（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューを開き、次にp(1-2-3-4)を押しても実行することができます。

仮想ナビならば仮想地点、歩行ナビならばGPSにて検出された地点を出発地点とし、目的地までのルートを検索します。

＜参考＞通過地点を設定することで必ず通りたい場所をルートに加えることができます。

歩行ナビの状態でルート検索を実行すると自動的にルート検索結果を表示します。

仮想ナビの状態ではルート検索結果は自動的に表示されません。以下の「ルート検索結果」を実行してルートを確認して下さい。

仮想ナビでルート検索実行後、仮想地点や目的地を変更して再度ルート検索を実行すると新しいルート検索結果が表示されます。

4.4 ルート検索結果

ルート検索結果を表示します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「ルート検索結果」を選択します。「ルート検索結果」ダイアログが表示されます。

ｒ（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューを開き、次にl(1-2-3)を押しても実行することができます。

ルート検索結果は最初の項目が「出発地」、中間の項目が「交差点ごとの案内」、最後の項目が「目的地」です。上下スクロールキーを押すか、Space-4またはSpace-1を押してルートを確認してください。

ルート検索結果の「出発点」と「目的地」はルート検索前に設定した「出発地点」と「目的地点」に一番近い道路の位置になります。

そのため、設定した「出発地点」・「目的地点」と検索結果の「出発点」・「目的地」は必ずしも一致しません。

ルート検索結果では設定した「出発地点」から検索された「出発点」までの距離と方向を表示します。

同様に検索された「目的地」から設定した「目的地点」までの距離と方向も表示します。

例をあげると以下の様にルート検索結果は表示されます。

1.出発地　A県A市A町1丁目　から出発点は南西約5メートルです。

2.交差点　約50メートル先、北方向4叉路の交差点を右折します。北方向に進んでください。

3.交差点　約30メートル先、東方向目的地　A駅です。

4.目的地　A駅は南東約20メートルです。

4.4.1 「ルート検索」ダイアログ

 ルート上の通過地点や交差点で提示する案内のリストです。

 閉じる：ルート結果ダイアログを閉じます。

4.5 ルートの読み込み

ファイル選択ダイアログを使ってルートを読み込みます。地図フォルダと同じ場所にある「ルートファイル」フォルダにある、「.gps」拡張子のファイルを読み込むことができます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「ルートの読み込み」ダイアログを表示することができます。

ｒ（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューを開き、次にo(1-3-5)を押しても実行することができます。

4.5.2　「ルートの読み込み」ダイアログ

ファイル名：読み込みたいルートファイルのファイル名を入力してください。

確認：ルートファイルの読み込みを実行します。

取消：ルートの読み込みを取消します。

ルートリスト：ルートファイルフォルダに保存されているルートファイルをリストで表示します。

4.6 ルートを保存

現在開かれているルートを保存します。初期設定では「ルートファイル」フォルダに保存されます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「ルートを保存」を実行することができます。

ｒ（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューを開き、次にs(2-3-4)を押しても実行することができます。

4.7 ルート案内終了

ルート案内を終了します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「ルート案内終了」を実行することができます。

ｒ（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューを開き、次にc(1-4)を押しても実行することができます。

歩行ナビで実行するとルート案内を停止して、「開始地点」「通過地点」「目的地点」を削除します。

仮想ナビで実行すると「ルート検索結果」「出発地点」「通過地点」「目的地点」を削除します。

4.8 ルートの再検索

現在開いているルートを、GPSが示す現在地点から再検索します。歩行ナビモードで機能します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「ルートの再検索」を実行することができます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-3を押しても直接実行することができます。

ｒ（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューを開き、次にe(1-5)を押しても実行することができます。

4.9　逆向きルート

現在開いているルートを目的地から現在地へ逆向きに表示します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「逆向きルート」を実行することができます。

ｒ（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューを開き、次にr(1-2-3-5)を押しても実行することができます。

4.10　ルート情報

検索したルートの情報を表示します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ルート」メニューから「ルート情報」ダイアログを表示することができます。

ｒ（1-2-3-5）を押して「ルート」メニューを開き、次にi(2-4)を押しても実行することができます。

4.10.1　「ルート情報」ダイアログ

ルート全体の距離：ルート全体の距離を表示します。

ルート開始地点からの距離：ルート案内の開始地点から現在地までの距離を表示します。

目的地までの距離：現在地から目的地までの距離を表示します。

閉じる：ルート情報ダイアログを閉じます。

5章 仮想歩行

仮想歩行は、歩行シミュレーションです。出発地点を自由に指定して周辺を散策することで、道路の様子や周辺の施設などを確認することができます。

5.1 仮想歩行を開始する

5.1.1　仮想歩行の出発地点

仮想歩行は仮想地点を出発地点とします。まず、仮想歩行を行いたい場所を仮想地点に設定して下さい。（詳しくは「1.3.3地点を設定する」または2章「地点の設定について」をご参照ください。）

5.1.2　仮想歩行開始

仮想歩行の手順

1)F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「仮想歩行」メニューから「仮想歩行開始」を選択します。あるいはEnter-s（2-3-4）を押すと「仮想歩行」が実行されます。

2)仮想地点付近の道路が表示されます。道路は最大4つまで検索できます。表示されたリストの中から道路名を選択してEnterキーを押してください。歩行開始する道路が指定されます。

<参考>検索できる道路の数は「オプション」メニューから「仮想オプション」を実行すると「読み取り候補数」の指定ができます。1から4までの数を選択して検索する道路の数を設定することができます。

3)選択した道路上で歩き出す方向を選択してEnterを押してください。仮想歩行を開始して次の交差点まで移動します。周辺に施設があれば施設名と距離と方向が表示されます。

また、道路がカーブしている場合はカーブする方向を表示します。

4)次に進むにはF4を押してください。「仮想歩行」ダイアログに戻り交差点からさらに進みたい道路を選択することができます。

5)3と4を繰り返すことで、仮想歩行を進めることができます。

5.1.3　仮想歩行と目的地

仮想歩行は目的地を設定しなくても使用することができますが、目的地を設定した状態で使用すると交差点ごとに目的地までの距離と方向を確認することができます。

確認する方法は以下の仮想歩行ダイアログにて説明しています。

5.1.4　仮想歩行ダイアログ

交差点で進む道を選択する状態が「仮想歩行」ダイアログを開いている状態です。ここでF3を押すか、Space-4-5またはSpace-1-2を押すと以下のコントロールに切り替えて周辺情報を確認したり、仮想歩行を終了することができます。

方向リスト：現在の交差点で選択できる移動方向のリストを表示します。

住所：現在の交差点の住所などの情報を表示します。上下スクロールキー押すか、Space-4またはSpace-1を押すことで以下の情報を表示することができます。

「住所」・「前の交差点から進んだ距離と方向」・「出発地点からの距離と方向と歩行距離」・「目的地までの距離と方向」（目的地が設定されている場合）・「緯度」・「経度」

次の交差点に移動する「Enter-m(1-3-5)」：方向リストで選択した方向にある次の交差点に移動します。

周辺の施設検索「Space-f(1-2-4)」：現在表示されている交差点周辺の施設を検索します。検索分類は「オプション」メニュー内の「施設オプション」から設定できます。（8章「施設オプション」をご参照ください。）

施設として追加「Enter-p(1-2-3-4)」：「新しいユーザー施設を追加する」ダイアログを表示します。

仮想歩行一時停止する「Space-p(1-2-3-4)」：仮想歩行を一旦停止して仮想歩行ダイアログを閉じます。仮想歩行を一旦停止後、「仮想歩行」メニューから「仮想歩行を再開する」を実行するか、Enter-u(1-3-6)を押すと仮想ナビを再開できます。

仮想歩行終了：「仮想歩行終了」を選択するか、Space-e(1-5)または Space-z(1-3-5-6)を押すと仮想歩行を停止できます。F4を押しても仮想歩行を終了することができます。

5.2 仮想歩行終了

現在の仮想歩行の状態が「仮想歩行一時停止」になっている場合、このメニューで仮想歩行を完全に停止できます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「仮想歩行」メニューから「仮想歩行終了」を実行してください。また、Enter-e(1-5)を押しても仮想歩行を停止できます。

5.3 仮想歩行再開

現在の仮想歩行の状態が「仮想歩行一時停止」になっている場合、このメニューで仮想歩行を再開できます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「仮想歩行」メニューから「仮想歩行再開」を実行してください。また、Enter-u(1-3-6)を押しても再開できます。

6章　情報メニュー

6.1　GPS情報

GPSの情報を表示します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「情報」メニューから「GPS情報」を実行してください。GPS情報ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでEnter-g(1-2-4-5)を押しても直接実行できます。

また、「情報」メニュー内でg(1-2-4-5)を押しても直接実行することができます。

6.1.1　「GPS情報」ダイアログ

 緯度：現在のGPS地点の緯度を表示します。

 経度：現在のGPS地点の経度を表示します。

 速度：移動の速さを表示します。

 方向：移動の方向を表示します。

 衛星：検出された衛星の数を表示します。

 GPS接続：衛星とGPS機器の接続状況を表示します。

 GPSの精度：衛星からのデータ受信の状況を表示します。

 GPS時間：衛星から受け取った現在の時間を表示します。

 詳細：GPSの詳細を表示します。

6.2 地点情報

現在の地点情報を表示します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「情報」メニューから「地点情報」を実行してください。地点情報ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでEnter-i(2-4)を押しても直接実行できます。

また、「情報」メニュー内でc(1-4)を押しても直接実行することができます。

6.2.1　「地点情報」ダイアログ

 ナビモード：仮想、歩行ナビ

 都道府県

 市区町村

 町・大字名

 丁目・字名

 街区地番

 枝番地

 郵便番号

 緯度

 経度

6.3 目的地情報

現在の目的地情報を表示します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「情報」メニューから「目的地情報」を実行してください。地点情報ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-d(1-4-5)を押しても直接実行できます。

また、「情報」メニュー内でd(1-4-5)を押しても直接実行することができます。

6.3.1　「目的地情報」ダイアログ

 名前：施設名または正式住所を表示します。

 詳細：詳細または正式住所を表示します。

 距離と方向：現在地点からの距離と方向を表示します。

 緯度：目的地の緯度を表示します。

 経度：目的地の経度を表示します。

6.4 直前のコマンドをくり返す


直前のコマンドを繰り返します。提示された情報を再度確認するために使います

7章　ツールメニュー

7.1　日付と時間

システム全体の時間をGPSの時間と同期します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ツール」メニューから「日付と時間」を実行してください。「日付と時間」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでSpace-u(1-3-6)を押しても直接実行できます。

また、「ツール」メニュー内でt(2-3-4-5)を押しても直接実行することができます。

7.2　GPSと再接続

GPSとの接続を再試行します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ツール」メニューから「GPSと再接続」を実行してください。

GPSナビのメインウィンドウでEnter-r(1-2-3-5)を押しても直接実行できます。

また、「ツール」メニュー内でc(1-3)を押しても直接実行することができます。

7.3　GPSと切断

GPSとの接続を切断します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ツール」メニューから「GPSと切断」を実行してください。

GPSナビのメインウィンドウでEnter-r(1-2-3-5)を押しても直接実行できます。

また、「ツール」メニュー内でc(1-3)？を押しても直接実行することができます。

7.4　GPSの受信記録開始 

GPSデータをログファイルに記録します。

このメニューは、GPS受信機を接続すると表示されます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ツール」メニューから「GPSの受信記録開始」を実行してください。

GPSナビのメインウィンドウでSpace-q(1-2-3-4-5)を押しても直接実行できます。

Enterキーを押すと、ダイアログボックスが表示されるので保存したい場所とファイル名を選択します。選択したファイルにログが保存されます。

初期設定での保存先は「地図」フォルダと同じ場所にある「replay」です。

初期設定のファイル名は「GPSReplayxx.trc」となっています。

7.5　GPSの受信記録停止

「GPSの受信記録開始」機能を停止します。

このメニューは「GPS受信記録を開始する」機能が起動しているときに表示されます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ツール」メニューから「GPSの受信記録停止」を実行してください。

GPSナビのメインウィンドウでSpace-q(1-2-3-4-5)を押しても直接実行できます。

7.6　GPS受信記録再生を一時停止する

「GPS受信記録再生を開始する」機能を一時停止します。

このメニューは「GPS受信記録再生を開始する」機能が起動しているときに表示されます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ツール」メニューから「GPSの受信記録停止」を実行してください。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-q(1-2-3-4-5)を押しても直接実行できます。

7.7　GPS受信記録再生を再開する

「GPS受信記録再生」機能を再開します。

このメニューは「GPS受信記録再生を一時停止する」機能が起動しているときに表示されます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「ツール」メニューから「GPSの受信記録停止」を実行してください。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-q(1-2-3-4-5)を押しても直接実行できます。

8章　オプションメニュー

8.1　地点オプション

地点オプションを起動します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「オプション」メニューから「地点オプション」を実行してください。「地点オプション」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-o(1-3-5)を押しても直接実行できます。

また、「オプション」メニュー内でc(1-3)を押しても直接実行することができます。

8.1.1　「地点オプション」ダイアログ

緯度／経度モード表示：詳細／簡易

 詳細緯度／経度　例）34度 59分 37.262秒

 簡易経度／緯度　例）34.993684

 初期設定は簡易になっています。

住所情報詳細：詳細／簡易

 詳細：正式な住所を表示します。

 簡易：町名以下を表示します。

 初期設定は詳細になっています。

GPSと仮想地点を自動的に同期する： GPS受信機と接続されている際にGPSと仮想地点を自動的に同期します。 初期設定はオフになっています。

8.2 施設オプション

施設オプションを起動します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「オプション」メニューから「施設オプション」を実行してください。「施設オプション」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-l(1-2-3)を押しても直接実行できます。

また、「オプション」メニュー内でp(1-2-3-4)を押しても直接実行することができます。

8.2.1　「施設オプション」ダイアログ

データベース登録施設（オン／オフ）：初期設定はオンです。

ユーザー施設（オン／オフ）：初期設定はオンです。

すべて（オン／オフ）：初期設定はオンです。施設オプション内でF3またはSpace-4-5（Space-1-2)を押すと表示されます。

付近の施設案内の距離：仮想ナビ、歩行ナビに関わらず現在表示されている住所の周辺施設を検索することができます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「施設」メニューから「付近の施設」を実行してください。またはGPSナビのメインウィンドウでf(1-2-4)を押しても付近の施設を検索することができます。50mと100mのどちらかを選択できます。初期設定は50mです。施設オプション内でF3またはSpace-4-5（Space-1-2)を押すと表示されます。

施設検索範囲：「施設検索」の検索範囲を設定します。（1～46340m）初期設定は1000mです。施設オプション内でF3またはSpace-4-5（Space-1-2)を押すと表示されます。

周辺施設検索範囲：「周辺施設」機能の検索範囲を設定します。（1～1000m）初期設定は200mです。施設オプション内でF3またはSpace-4-5（Space-1-2)を押すと表示されます。

8.3 GPS受信機設定

このオプションでは、GPS接続のためにGPS受信機の種類などを設定します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「オプション」メニューから「GPS受信機設定」を実行してください。「GPS受信機設定」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-g(1-2-4-5)を押しても直接実行できます。

また、「オプション」メニュー内でg(1-2-4-5)を押しても直接実行することができます。

8.3.1　GPS受信機設定ダイアログの構成

受信機タイプ：GPS受信機は3タイプあります。（シリアル、ブルートゥースシリアル、ブルートゥースアクティブシンク）初期設定は「GPSなし」に設定されています。

ボードレート：適切なボードレートを設定します。初期設定は9600です。（100、1200、2400、4800、9600、19200、3400、57600）

測地系：受信機のデータをWGS84かTOKYOどちらかに設定します。初期設定はWGS84です。

8.3.2　GPS受信記録再生

この機能では、「GPSデータの記録」メニューからGPS受信記録の再生ができます。実際の歩行ナビの再生速度の2倍の速さで再生します。以下がこの機能の使い方です。

1) 選択されたGPS受信記録に基づいてルートを検索します。

2) ルートは手動で検索するか、「ルート読み込み」ダイアログボックスを使って、検索します。（4章「ルートの読み込み」をご参照ください。）

3) Backspace-g(1-2-4-5)で「GPS受信機の選択」ダイアログボックスを呼び出します。

4) GPS受信機タイプで「GPS受信記録再生」を選択します。

5) TabキーでGPS受信記録を選択し、「GPS受信記録ファイル」ボタンを表示します。

6) ファイルダイアログボックスを使い、EnterキーでGPS受信記録ファイルを選択します。

7) SpaceキーとEnterでGPS受信記録を選択します。

8) Tabキーで決定ボタンに移動し、Enterキーを押してください。

9) v（1-2-3-6)を押してナビモードを歩行ナビに切り替えることができます。

10) これで歩行ナビと同じ音声案内を聞くことができます。

11) Backspace-q（1-2-3-4-5)をオスと再生機能を一時停止、または再開することができます。

8.4 ルートオプション

8.4.1　ルート検索のオプション

検索ルートに関するオプションを設定します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「オプション」メニューから「ルートオプション」を選択して「ルート検索のオプション」を実行してください。「ルート検索のオプション」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-r(1-2-3-5)を押しても直接実行できます。

8.4.1.1「ルート検索のオプション」ダイアログ

ルートの自動再検索：ルートを外れた際にルートを再検索するかを設定します。初期設定ではオンです。

8.4.2　ルート案内のオプション

ルート案内に関するオプション設定ができます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「オプション」メニューから「ルートオプション」を選択して「ルート案内のオプション」を実行してください。「ルート案内のオプション」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-u(1-3-6)を押しても直接実行できます。

8.4.2.1　「ルート案内のオプション」ダイアログ

方位の提示方法：ルート案内メッセージの方位の提示方法を選択します。初期設定では16方位です。8方位、12方位（時計表示）、16方位の中から選択できます。

直進ルート案内：直進の際ルート案内をするかどうかを選択できます。初期設定ではオフです。

GPS情報案内：GPS情報を案内するかどうかを選択できます。初期設定はオフです。

交差点通知までの距離：交差点案内をするまでの距離を選択できます。（1～1000m）初期設定は20メートルです。

目的地通知までの距離：目的地を知らせる距離を選択できます。（1～1000m）初期設定は20mです。

逆方向通知までの距離：逆方向に進んでいることを知らせるまでの距離を設定できます。（1～1000m）初期設定は50mです。

8.4.3　ルート音声

ルート案内の際の警告音を設定できます。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「オプション」メニューから「ルートオプション」を選択して「ルート音声」を実行してください。「ルート音声」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-s(2-3-4)を押しても直接実行できます。

8.4.3.1　「ルート音声」ダイアログ

目的地到着時（チェックボックス）：初期設定はチェックです。

右折、左折の指示音声（チェックボックス）：初期設定はチェックです。

直進の指示音声（チェックボックス）：初期設定はチェックです。

ルートを外れた時（チェックボックス）：初期設定はチェックです。

ルートの再検索時（チェックボックス）：初期設定はチェックです。

右折、左折地点を知らせる音声（チェックボックス）：初期設定はチェックです。

8.5 マップマッチングオプション

マップマッチングオプションを設定します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「オプション」メニューから「マップマッチングオプション」を実行してください。「マップマッチングオプション」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-t(2-3-4-5)を押しても直接実行できます。

8.5.1　「マップマッチングオプション」ダイアログ

マップマッチングでルート上の道路を優先：GPSナビのマップマッチング機能は、単純に最近接道路に現在位置を補正することも、ルート上の道路をルート外の道路より優先することもできます。オンにすると、ルート上の道路をルート外の道路より優先します。初期設定ではオンに設定されています。

マップマッチングの最大距離：マップマッチングの最大距離を選択します。（1～100m）初期設定は50mです。

マップマッチングでルート優先の最大距離：ルート上の道路をルート外の道路より優先する際の、ルート上の道路までの距離の最大値を選択します。（1～100m）初期設定は50mです。

8.6 ログオプション

ログ設定オプションです。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「オプション」メニューから「ログオプション」を実行してください。「ログオプション」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-e(1-5)を押しても直接実行できます。

8.6.1　「ログオプション」ダイアログ

案内ログを保存する：案内ログを保存するかどうかを選択できます。初期設定はオンです。 「routeguidance」ログは「地図」フォルダと同じ場所にある「ルート案内」フォルダに保存されています。

検索ルートログを保存する：ルートログを保存するかどうかを選択できます。初期設定はオンです。 検索ルートログは「地図」フォルダと同じ場所にある「routeguidance」フォルダに保存されています。

緯度／経度情報の表示：ログファイルに緯度と経度情報を載せるかを選択できます。初期設定はオンです。

8.7 仮想オプション

仮想オプションの設定を行います。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「オプション」メニューから「仮想オプション」を実行してください。「仮想オプション」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-k(1-3)を押しても直接実行できます。

8.7.1　「仮想オプション」ダイアログ

道路数：仮想歩行の出発道路の候補数を選択できます。１から４つまでの間で選択できます。初期設定は４つです。

8.8 自動案内設定

自動案内の設定を行います。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「オプション」メニューから「自動案内設定」を実行してください。「自動案内設定」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでBackspace-m(1-3-4-5)を押しても直接実行できます。

8.8.1　「自動案内設定」ダイアログ

住所（チェックボックス）：初期設定ではチェックされていません。

標高（チェックボックス）：初期設定ではチェックされていません。

目的地（チェックボックス）：初期設定ではチェックされていません。

GPS情報（チェックボックス）：初期設定ではチェックされていません。

方向（チェックボックス）：初期設定ではチェックされていません。

交差点（チェックボックス）：初期設定ではチェックされていません。

GPSと仮想地点の距離（チェックボックス）：初期設定ではチェックされていません。

緯度と経度（チェックボックス）：初期設定ではチェックされていません。

速度（チェックボックス）：初期設定ではチェックされていません。

次の右折、左折地点を知らせる（チェックボックス）：初期設定ではチェックされていません。

ルート検索の進行状況（チェックボックス）：初期設定ではチェックされていません。

自動案内をすべて有効にする：すべての自動案内設定を有効にします。

自動案内をすべて無効にする：すべての自動案内設定を無効にします。

自動通知の間隔：マルチ案内の繰り返し間隔の秒数を設定します。初期設定は20秒になっています。

9章　GPSナビについてメニュー

GPSナビのバージョンと著作権情報を表示します。F2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開き「GPSナビについて」メニューを実行してください。「GPSナビについて」ダイアログが表示されます。

GPSナビのメインウィンドウでa(1)を押しても直接実行できます。

10章　コマンドリスト

10.1　一般操作コマンド

前のメニュー／項目へ移動します：上矢印キーまたはSpace-1

次のメニュー／項目へ移動します：下矢印キーまたはSpace-4

前のコントロールへ移動します：Space-F3 または Space-1-2

次のコントロールへ移動します：F3 または Space-4-5

オプションを切り替えます：Space

ダイアログボックスを閉じます：F4 または Space-e(1-5)

GPSナビを終了します：Space-ｚ(1-3-5-6)

10.2　情報コマンド

最近接住所：a(1)

付近の住所：3-4

現在の市区町村、都道府県、郵便番号：c (1-4)

地点情報（ダイアログボックス）：Enter-i (2-4)

方位コンパスと度数：h (1-2-5) または 5

緯度と経度：y (1-3-4-5-6)

現在のナビモードを表示する：Space-i (2-4)

10.3　目的地コマンド

距離と方向：d (1-4-5) またはEnter-5-6または6

緯度と経度から目的地を設定：Space-y(1-3-4-5-6)

住所から目的地を設定：Space-a (1)

施設から目的地を設定：Space-f (1-2-4)

現在地点を目的地として設定：Enter-d (1-4-5)

目的地情報（ダイアログボックス）：Backspace-d (1-4-5)

10.4　歩行ナビコマンド

現在の住所：3-4

方向：h(1-2-5) または5

速度：s (2-3-4) または 2

GPSの推定精度と衛星の数：g (1-2-4-5)

GPSの精度の詳細：q (1-2-3-4-5)

仮想ナビ／歩行ナビ切り替え：v (1-2-3-6)

仮想地点とGPS地点との距離：i (2-4)

GPSのグリニッジ時間：u (1-3-6)

システムの時間／日付をGPS時間／日付から設定：Space-u (1-3-6) 押してからF3を押し、Enterを押す。

GPS受信機の選択（ダイアログボックス）：Backspace-g (1-2-4-5)

GPS情報（ダイアログボックス）：Enter-g (1-2-4-5)

GPSと仮想地点を同期する：Enter-v(1-2-3-6)

GPSと再接続：Enter-r(1-2-3-5)

GPSと切断 ：Enter-t (2-3-4-5) 

10.5　施設コマンド

すべてのグループから最も近い施設を探す：f (1-2-4) または4

始点と終点の間にあるすべての、または個々のグループ施設を探す：Space-f (1-2-4)

ユーザー施設を追加する：Space-3

住所から施設を新たに作成する：Space-s (2-3-4)

緯度と経度から施設を新たに作成する：Space-y (1-3-4-5-6)

ユーザー施設管理：Enter-p (1-2-3-4)

10.6　その他コマンド

キーボードロック／ロック解除：Enter-l (1-2-3)

リピートコマンド：Space

直前のコマンドを繰り返す（音声のみ）：l(1-2-3)

GPS受信記録を開始する／停止する：Space-q (1-2-3-4-5)

GPS受信記録再生を一時停止する／再開する：Backspace-q (1-2-3-4-5)

10.7　ルートコマンド

現在地点を通過地点として設定する（ダイアログボックス）：Space-k (1-3)

総距離：r (1-2-3-5)を押し、次にa(1)、次にd( 1-4-5)を押す。

出発地点から現在地点までの距離：r (1-2-3-5)、次にa (1)、次にb (1-2)を押す。

現在地点から目的地までの距離：r (1-2-3-5)、次にa (1)、次にe (1-5)を押す。

ルート設定コマンドリスト：r (1-2-3-5)、次にt (2-3-4-5)を押す。

ルートの自動再検索設定：r (1-2-3-5)の後t (2-3-4-5)を押し、次にr (1-2-3-5)を押す。

地点管理：r (1-2-3-5)、 次にm (1-3-4)を押す。

ルート検索実行：r (1-2-3-5)、 次にp (1-2-3-4)を押す。

ルート検索結果：r (1-2-3-5)、 次にl (1-2-3)を押す。

ルートの読み込み：r (1-2-3-5)、 次にo (1-3-5)を押す。

ルートを保存：r (1-2-3-5)、 次にs (2-3-4)を押す。

ルート案内終了：r (1-2-3-5)、 次にc (1-4)を押す。

ルートの再検索：Backspace-3

逆向きルート：r (1-2-3-5)、 次にr (1-2-3-5)を押す。

ルート検索の進行状況：1-4-6

ルート情報（ダイアログボックス）：r (1-2-3-5)、次にi (2-4)を押す。

10.8　ガイダンス機能コマンド

自動案内を全て無効にする：m (1-3-4)、 次にm (1-3-4)を押す。

自動案内設定をすぐに有効にする：Backspace-1

自動通知の間隔：m (1-3-4)、 次にi (2-4)を押す。

交差点：m (1-3-4)、 次にx (1-3-4-6)を押す。

方向：m (1-3-4)、 次にh (1-2-5)を押す。

目的地:m (1-3-4)、 次にd (1-4-5)を押す。

GPSと仮想地点の距離：m (1-3-4)、 次にv (1-2-3-6)を押す。

次の交差点案内：m (1-3-4)、 次にt (2-3-4-5)を押す。

速度：m(1-3-4)、 次にs (2-3-4)を押す。

GPS情報：m (1-3-4)、 次にg (1-2-4-5)を押す。

市区町村、都道府県、郵便番号：m (1-3-4)、 次にc (1-4)を押す。

住所：m(1-3-4)、 次にa (1)を押す。

標高：m (1-3-4)、 次にz (1-3-5-6)を押す。

緯度と経度：m(1-3-4)、 次にy(1-3-4-5-6)を押す。

ルート検索の進行状況：m (1-3-4)、 次にr (1-2-3-5)を押す。

10.9　地点オプション

地点オプション（ダイアログボックス）：Backspace-o (1-3-5)

施設オプション（ダイアログボックス）：Backspace-l (1-2-3)

GPSオプション（ダイアログボックス）：Backspace-g (1-2-4-5)

ルートオプション（ダイアログボックス）：Backspace-r (1-2-3-5)

ルート案内オプション（ダイアログボックス）：Backspace-u (1--3-6)

ルート音声オプション（ダイアログボックス）：Backspace-s (-2-3-4)

マップマッチングオプション（ダイアログボックス）：Backspace-t (2-3-4-5)

ログオプション（ダイアログボックス）：Backspace-e (1-5)

仮想オプション（ダイアログボックス）：Backspace-k (1-3)

自動案内設定（ダイアログボックス）：Backspace-m (1-3-4)

オプションコマンド：o (1-3-5)

地図データのフォルダ設定：o (1-3-5)、 次にm (1-3-4)を押す。

住所名：o (1-3-5)、 次にn (1-3-4-5)を押す。

GPS受信機の選択（ダイアログボックス）：o (1-3-5)、 次にg (1-2-4-5)を押す。

ルート音声メニューを設定：o (1-3-5)、 次にs (2-3-4)を押す。

ルート音声のオン／オフ：o (1-3-5)、 次にs (2-3-4)、 次にs (2-3-4)を押す。

目的地到着時の音声：o(1-3-5)のあとs(2-3-4)、次にd (1-4-5)を押す。

右折、左折の指示音声：o(1-3-5)のあと、 次にs (2-3-4)、次にt (2-3-4-5)を押す。

直進の指示音声：o (1-3-5)、 次にs (2-3-4)、 次にc (1-4)を押す。

ルートを外れた際の指示音声：o (1-3-5)、 次にs(2-3-4)、 次にo (1-3-5)を押す。

ルートの再検索音声：o (1-3-5)、 次にs(2-3-4)、 次にr (1-2-3-5)を押す。

右折、左折地点を知らせる音声：o(1-3-5)、 次にs(2-3-4)、 次にr(1-2-3-5)を押す。

10.10　仮想ナビコマンド

仮想ナビ切り替え：v (1-2-3-6)

緯度と経度から仮想地点を設定：Space-y (1-3-4-5-6)

住所名から仮想地点を設定：Space-a (1)

施設名から仮想地点を設定：Space-f (1-2-4)

GPSと仮想地点を同期：Enter-v (1-2-3-6)

最近接住所：a (1)

市区町村、都道府県、郵便番号：c (1-4)

方向：h (1-2-5) または5

仮想地点とGPS地点の距離：i (2-4)

付近の住所：3-4

11章　お問い合わせ

GPSナビの設定や操作に関するお問い合わせは、有限会社エクストラ技術サポートまでお願いします。

有限会社エクストラ

〒422-8002

静岡県静岡市駿河区谷田44-15 セントラルヒルズ101

TEL：054-264-8609（技術サポート）

FAX：054-264-8613

E-mail：tech@extra.co.jp

URL：http://www.extra.co.jp/
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